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超⼩型⾚外線送受信機「ボイスユビーク」と
無線ICタグを利⽤した⾳声情報システムのトライアルについて

 ⻄⽇本電信電話株式会社※1（以下、ＮＴＴ⻄⽇本）と株式会社エヌ・テ
ィ・ティ マーケティングアクト※２（以下、ＮＴＴマーケティングアクト）
は、⽇本電信電話株式会社※３（以下、ＮＴＴ）が開発した超⼩型⾚外線送受
信機「ボイスユビーク*」と無線ＩＣタグを利⽤した⾳声情報システムについ
て、新しいビジネスモデルの構築や商品化に向けての技術⾯・サービス⾯での
検証を⾏うことを⽬的に平成17年2⽉18⽇（⾦）から⼭⼝県の中原中也記念館
※４においてフィールドトライアルを⾏ないます。

* 「ボイスユビーク」はＮＴＴが開発した超⼩型⾳声送受信ユニットで、⾳声や⾳楽などを
送信する⾚外線送信機と指輪型やイヤホン型の⾚外線受信機で構成されています。また、
受信機の超⼩型化および低消費電⼒化を実現するなど、⾳声情報システムに適した様々な
特徴を有しています。「ボイスユビーク」に関する情報は、専⽤のＷｅｂサイトのボイス
ユビーク・ドット・コムで御覧いただけます。 
（http://www.voiceubique.com/）

１．トライアルの⽬的
 博物館等展⽰施設において、超⼩型⾚外線送受信機「ボイスユビーク」
と無線ＩＣタグを利⽤した⾳声情報システムを⽤いて、来場者が各展⽰物
からそれぞれの情報（⾳声ガイダンス）を「必要な場所で」「必要な時
に」「必要な情報を⼊⼿できる」といったユビキタス環境の実現に向け、
技術⾯およびサービス⾯に関する検証を⾏うことを⽬的とします。

２．トライアルの内容
 中原中也記念館への来場者に指輪型やイヤホン型の「ボイスユビーク」
受信機を貸し出します。来場者は、今までの視覚による展⽰物の鑑賞に加
え、貸し出された「ボイスユビーク」受信機を通して、詩の朗読や各展⽰
物の詳細な説明等の⾳声情報ガイダンスを聞くことができ、展⽰物に対す
る新たな演出やバリアフリー化を来場者に提供いたします。 

http://www.voiceubique.com/


 「ボイスユビーク」受信機に内蔵した無線ICタグにより、使⽤者を識別
して⾔語の切り替えを⾏い、外国語による⾳声ガイダンスを提供します。
あわせて、無線ICタグの読取り履歴を活⽤して、⾳声ガイダンスの利⽤回
数や来場者の観覧順序などの動線把握を実施します。 
 また、「ボイスユビーク」送信機とブロードバンド回線を接続すること
により、遠隔地からの⾳声情報コンテンツの⼀括配信、電源操作や稼動状
況の把握など管理・運⽤⾯での作業をサポートします。

３．各社の役割
NTT⻄⽇本 ︓ブロードバンドサービスの提供および技術⾯

の検証、ビジネスモデルの検討
NTTマーケティングアクト︓サービス⾯を中⼼としたマーケティング⾯の

検証
NTT ︓「ボイスユビーク」およびアプリケーション

ソフトに関する開発・ノウハウ提供
中原中也記念館 ︓トライアルフィールドの提供およびシステム

運⽤

４．トライアル実施場所と実施期間
トライアル実施場所︓中原中也記念館

（住所︓⼭⼝県⼭⼝市湯⽥温泉１－１１－２１）
トライアル実施期間︓平成17年2⽉18⽇（⾦）〜3ヵ⽉程度

５．「ボイスユビーク」の特徴
 超⼩型⾚外線送受信機「ボイスユビーク」にはＮＴＴマイクロシステム
インテグレーション研究所が開発した１ビット⾚外線デジタル⾳声伝送⽅
式※５が⽤いられており、以下のような特徴を持っています。

（１）受信機が⼩型軽量
 「ボイスユビーク」受信機側の回路構成が⼤幅に削減され、受信機の
体積３cc、重さ４g（電池含む）を実現しました。

（２）個⼈の属性に応じた情報提供
 無線ＩＣタグを「ボイスユビーク」受信機に内蔵することにより、個
⼈の属性に応じて送信機から提供する⾔語や説明内容などの⾳声情報を
提供することが可能です。

（３）誰でも使える簡易な操作
 特別な操作や事前の設定は必要なく、その場所に⽴ち、無線ＩＣタグ
を無線ＩＣタグリーダにかざし「ボイスユビーク」受信機を⽿に当てる



だけで⾳声情報を聞くことが可能となります。

（４）⾼⾳質で伝送遅延がない
 ノイズに強く⾳楽鑑賞も可能なFM放送並みの⾼⾳質を実現しました。
また、ブルートゥース※６のような伝送遅延も発⽣しません。

（５）低消費電⼒
 「ボイスユビーク」受信機において受信時３mW、待受け時１５μWと
いう低消費電⼒を実現。これは、⼀般的な⼩型コイン電池（５５mAh）
を使⽤した場合、連続使⽤時間５５時間、連続待受け４００⽇が可能と
なります。

（６）⾚外線ならではの多様な使い⽅
 ⾚外線送信機の設置⽅法を⼯夫することにより、⾳声情報を特定の場
所にいる⼈だけでなく、⼀定範囲内における多⼈数への同報提供まで可
能となります。 
 また、⾚外線使⽤のため、電波の利⽤が制限されている病院、⾶⾏機
内などでも利⽤可能です。

６．今後の展開
 フィールドトライアルで得た検証結果を踏まえ、ＮＴＴ⻄⽇本グループ
会社において本システムの商⽤化を検討していきます。

＜注＞
■ ※１ ⻄⽇本電信電話株式会社
所在地︓⼤阪府⼤阪市中央区⾺場町３－１５
代表者︓代表取締役社⻑ 森下 俊三
ＵＲＬ︓http://www.ntt-west.co.jp

■ ※２ 株式会社エヌ・ティ・ティ マーケティングアクト
所在地 ︓⼤阪府⼤阪市中央区内本町２－２－５
代表者 ︓代表取締役社⻑ 宮  元胤
ＵＲＬ ︓http://www.nttact.com

業務概要︓システムインテグレーション、ITソリューションサービスの提供
テレマーケティング、データマイニングの企画、実施等

■ ※３ ⽇本電信電話株式会社
所在地︓東京都千代⽥区⼤⼿町２－３－１
代表者︓代表取締役社⻑ 和⽥ 紀夫
ＵＲＬ︓http://www.ntt.co.jp

■ ※４ 中原中也記念館
所在地︓⼭⼝県⼭⼝市湯⽥温泉１－１１－２１（中原中也の⽣家の隣）
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http://www.nttact.com/
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代表者︓館⻑ 福⽥ 百合⼦
ＵＲＬ︓http://www.chuyakan.jp

・⽇本近代詩史に偉⼤な⾜跡を残した⼭⼝県出⾝の詩⼈「中原中也」の詩業やその
⾜跡を紹介。
・館内は、常設固定展⽰・常設テーマ展⽰・企画展⽰の３部構成で、「中原中也」
⾃筆の草稿や⽇記、詩集などの貴重な資料を公開。
・⼭⼝市が平成６年に建設し、（財）⼭⼝市⽂化振興財団が管理運営を実施。

■ ※５ １ビット⾚外線デジタル⾳声伝送⽅式
 連続⾳声をパルスの疎密波に変換し、このパルスの疎密波をデジタル信号として⾚外線で
伝送します。受信側では、受信したパルスにより受動フィルタを介してスピーカを駆動する
だけで、⾼品質な⾳声が再⽣できるようになります。

■ ※６ ブルートゥース 
 携帯情報機器向けの、2.45ＧＨｚ帯の電波を利⽤した無線通信技術

・【システムイメージ図】 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 ⻄⽇本電信電話株式会社 
 ⼤阪府⼤阪市中央区⾺場町３－１５ 
 ＴＥＬ︓０６－４７９３－５６９１ 
 ＢＢアプリケーションサービス部 松川・⼩笠原・御厨 

 株式会社エヌ・ティ・ティマーケティングアクト 
 ⼤阪府⼤阪市中央区内本町２－２－５ 
 ＴＥＬ︓０６－６９６６－２６６１ 
 ＩＴビジネス部 新規ビジネス開発担当 ⾕本・⾼⽊・中⼭ 

 ⽇本電信電話株式会社 
 東京都千代⽥区⼤⼿町２－３－１ 
 ＴＥＬ︓０３－５２０５－５３９１ 
 第三部⾨ビジネスクリエーションプロデュース担当 阪本
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